






目的 

プロスタグランディンの括抗剤であるインドメサシン(「インダシン」)やサルチル酸剤(「ア

スピリン」)を陣痛発来防止の目的で母体に投与すると,胎児や新生児に悪影響が及ぶこと

が知られている。今回は,「インダシン」について以下の事項を検討したのでその結果を報

告する。 

(1)「インダシン」が,現在,早期陣痛発来の防止の目的でどの程度投与されているかに関す

るアンケート調査,(2)「インダシン」が胎児・新生児に与える有害な種類,（3)母体への「イ

ソダシン」投与と,いわゆる胎児循環残存症 persistent fetal circulation(PFC),または,

新生児肺高血圧症 persistent pulmonary hypertension of the newborn(PPHN)との因果関

係に関する文献的考察。(4)今後の「インダシン」投与の問題点。 


